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説明内容

０ 本校の現状
１ スクール・ミッション、スクール・ポリ
シーの策定過程
２ 教育活動における活用状況
３ 今後の活用
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大樹高校市町村別入学者数実績

町村名 区分 R3 R4 R5

大樹町

中学卒業数 37 44 44

地元進学率 37.8% 34.1% 45.5%

高校入学者 14 15 20

忠類地区

高校入学者

2 4 3

更別村 3 2 4

中札内村 3 4 5

広尾町 0 1 1

その他 0 1 0

大樹高校入学者計 22
（現３学年）

27
（現２学年）

33
（現１学年）

クラス数

3年 1 1 1

2年 1 1 1

1年 1 1 1

０ 本校の現状
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説明内容

０ 本校の現状
１ スクール・ミッション、スクール・ポリ
シーの策定過程
２ 教育活動における活用状況
３ 今後の活用
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１ スクール・ミッション、スクールポリシーの策定過程

（２） スクール・ポリシー
○ 令和３年５月 令和２年度学校評価、大樹町学校運営
協議会の意見を踏まえ、校長が原案作成
○ 令和３年６月 大樹町学校運営協議会にて意見聴取
○ 令和３年１２月 職員会議で原案提示
○ 令和４年２月 職員会議でスクール・ポリシー承認

 令和４年度に向けスクール・ポリシーを
踏まえた教育計画案を作成

（１） スクール・ミッション
○ 令和２年１２月 北海道教育庁からスクール・ミッション
の再定義について説明
○ 令和３年２月 大樹町学校運営協議会にて意見聴取
○ 令和３年７月 スクール・ミッション作成
○ 令和３年９月 設置者によるスクール・ミッション再定義
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１ スクール・ミッション、スクールポリシーの策定過程

「スクール・ミッション」
１ 地域との連携・協働等を通じて、地域の課題に向き合い、解決するために必要な資質・能力を身
に付けた生徒の育成

２ 伝統・文化を尊重しつつ、グローカルな視点や国際感覚をもって地域の課題解決を図ろうとする
生徒の育成

３ 自らの進路実現へ向けて主体的に学習し、異なる価値観や考え方を持つ他者とも協働しながら、
社会へ参画していこうとする生徒の育成

４ インクルーシブ教育や探究学習を通じて、多様性を尊重し、豊かな心を持った、共生社会を担う
人材となる生徒の育成

「スクール・ポリシー」
１ 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシー）～何ができるようになるのか
(1)自他を尊重する豊かな心を持ち、多様な人々が共に生きる共生社会を、支える人材となる生徒（共生）
(2)自学と探究する力を持ち、主体的に地域共創へ参画し、新たな価値を創造していく生徒（共創）

２ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）～どのように学ぶのか
(1)授業のユニバーサルデザイン化の深化を通じ、主体的に学ぶ姿勢の向上と個に応じた最適な学びの実現による
基礎学力の定着に努める。（大樹スタンダードの確立）
(2)教科横断と地域協働による課題解決型学習の改善・充実を通じ、思考力・判断力・表現力の伸長と自ら社会的
課題の解決へ参画しようとする態度の育成に努める。（地域探究学習「大樹学」の推進）

３ 入学者の受け入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）～何を学ぶのか
(1)多様性や共生社会について興味・関心を持ち、様々な人々との協働をとおして、自他を尊重する豊かな心を身
に付けようとする生徒（共生）
(2)ふるさとに愛着を持ち､本校の探究学習をとおして､主体的に地域の課題解決に取り組もうとする生徒（共創）
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２ 教育活動における活用状況

（１） 校内での活用
○ 令和４年２月 スクール・ポリシーに
基づいた次年度の教育計画案の作成
・「共生」「共創」に基づいた「総合的な
 探究の時間」の計画及びマニュアル
 の作成
・「共生」「共創」に基づいた各教科
 の単元配列表の作成

○ 令和４年４月から 前年度の計画に基づき活動開始
・毎朝の打合せ、定例職員会議における説明の繰り返し
・毎日、生徒向け校長だよりを配付
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２ 教育活動における活用状況

（１） 校内での活用
○ 「総合的な探究の時間」の計画及びマニュアル（抜粋）
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２ 教育活動における活用状況

（１） 校内での活用
○ 「総合的な探究の時間」の計画及びマニュアル（抜粋）
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２ 教育活動における活用状況

（１） 校内での活用
○ 各教科の単元配列表の作成（抜粋） ※月別
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２ 教育活動における活用状況

（１） 校内での活用
○ 各教科の単元配列表の作成（抜粋） ※テーマ別
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２ 教育活動における活用状況

（２） 外部に向けた活用
○ 令和４年６月 大樹町学校運営協議会で説明
○ 令和４年６月 大樹高等学校活性化推進協議会で説明
○ 令和５年４月 学校便り、地域探究科だより発行
・毎月の大樹町広報誌での配付、大樹中学校への配付
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２ 教育活動における活用状況

（１） 成果
○ 生徒の地域や学校を支える姿勢の表出
・探究学習発表会
・大樹町高校生議会
・小学校、中学校との連携事業

（２） 課題
○ スクール・ポリシーについての教職員の意識共有
・各教科、分掌における「共生」「共創」を踏まえた取組
○ 教職員の大樹高校の強みの継承
・大樹スタンダード（授業改善の取組）
・きめ細やかな生徒対応（教育相談、CST）
・特別支援教育の取組
○ 組織的な対応・継承（学年任せの状況）
・管理職の適切なマネジメント 13



３ 今後の活用

（１） 校内での活用
○ スクール・ポリシーの共有と見直しを毎年度実施する仕
組みづくり
・大樹町学校運営協議会での意見聴取
・アンケートを活用した教職員からの意見聴取
・校長による、意見を踏まえたスクール・ポリシーの策定
・分掌部長・主任との個別面談の繰り返しによる浸透

（２） 外部に向けた活用
○ 令和６年４月 中学校訪問での説明
○ 令和６年５月 大樹高等学校活性化推進協議会で説明

 大樹町学校運営協議会での説明
○ 令和６年８月 オープンスクールにおける中学生への説

 明
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